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会 議 概 要 
会 議 名 市民参加のしくみづくり検討委員会 第 9回委員会 
日   時 平成 18 年 6 月 10 日（土） 午前 10 時 00 分～12 時 00 分 

場   所 八王子市役所 ９０３会議室 

委 員 
大杉覚、保井美樹、大森一美、齊藤広子、服部星秀、市川晶子、林春紀、

水野恵子、鈴木雅徳、阿部冽、中川和郎、山口幸男 

説 明 者 総合政策部長 西田和夫 政策審議室主幹 木内基容子 

出

席

者

氏

名 
事 務 局 主査 石渡正起、主任 中山あずさ、主事 三宅智之、主事 羽生勇次 

欠 席 委 員 前野修、石田雄一 

議 題 

１ 開 会 
２ 議 事 

（１）第 7回会議録の確定について 
（２）論点整理について 

３ 事務連絡 

公開・非公開の別 公開 

傍 聴 人 の 数 4 名 

決 定 事 項 、 

確 認 事 項 

【第 7回委員会会議録の最終確認】 
 修正案のとおり了承。 
【マネジメントサイクルから見た情報提供と市民参加手法】 
・ マネジメントサイクルに沿った事業の全体スケジュールの中に、市民参加

の機会も示すような情報提供も必要である。しかし、市民参加を実効性あ

るものとするためには、継続的に情報提供していける行政側の体制、未確

定な情報が与える市民への影響も考慮したしくみづくりが必要である。ま

た、未確定情報を受け止める体制が市民の側にもあるかどうかが問われ

る。 
・ これまで市民参加に関心がなかった人にも参加のきっかけをつくるよう

な情報提供を常に考えていく必要がある。 
【パブリックコメントについて】 
・ 資料 No．2 の市民意見募集の対象項目については条例で担保する必要が
ある。 

・ パブリックコメントの前段階で事業に適した十分な市民参加の機会や手

法を担保していくべきである。 
【住民投票について】 
・ しくみとしては必要だが、条例化するためには十分な議論を尽くす必要が

ある。この検討委員会で手続き的な詰めまではできない。提言で必要性を

位置づける形としたい。 
【次回委員会の日程と検討事項の確認】 
次回日程 6月 17日（土）10時から 市役所本庁舎 9階  903会議室 

・ 引き続き論点整理にしたがって議論を進める。 
・ 提言書骨子案をできれば次回 17日までに、遅くとも 26日の議会との意見
交換会前に事務局から提示すること。 

 


